
、
下
聞
・

欝
：
奪

第
二
十
糊
巻
第
二
號

（
通
魅
細
入
十
コ
號
）
昭
和
十
一
年
四
月
畿
行

厨

キ
ロ
ン
の
叛
蹴
と
そ
の
年
代

（1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
東
　
　
　
　
　
蜷
　
　
蒋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
二
　
　
　
　
　
　
　
峯

　
キ
ロ
ン
（
客
覧
。
嵩
）
は
ア
テ
ナ
イ
（
レ
9
8
9
こ
の
名
門
の
有
力
な
青
年
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
六
四
〇
年
、
第
三
十
五
回

オ
ソ
ン
ピ
ア
祭
時
（
○
ぼ
づ
当
館
）
に
、
ス
タ
デ
ィ
オ
ソ
往
復
競
走
（
囲
）
β
鑑
。
①
）
に
勝
利
の
京
学
を
戴
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ア

テ
ナ
イ
の
電
撃
［
メ
ガ
ラ
（
窯
○
ひ
q
9
奏
）
の
借
主
テ
ァ
ゲ
ネ
ス
（
8
財
0
9
ひ
鳶
①
窓
ω
）
　
の
女
を
姿
り
、
勢
望
隆
々
た
る
も
の
が
あ

っ
た
。．

彼
は
同
志
と
共
に
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
構
勢
を
握
ら
ん
と
い
ふ
野
心
を
懐
い
て
、
デ
ル
フ
ォ
イ
（
H
）
①
一
℃
7
「
O
陣
）
の
託
宣
を

　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
諦
観
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
｝
務
第
二
號
　
　
二
二
九



　
　
　
　
　
キ
・
ン
の
叛
餓
と
そ
の
年
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
…
巷
第
二
號
　
．
…
三
〇

求
め
た
。
ア
ポ
ロ
ン
の
寄
託
に
は
ヅ
ェ
ウ
ス
（
N
Φ
瓢
ω
）
の
一
番
大
き
な
祭
日
に
事
を
暴
げ
よ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
、
。
、
デ

ル
フ
ナ
イ
の
託
宣
は
、
由
來
極
め
て
主
面
な
言
葉
で
告
げ
ら
れ
る
の
で
き
こ
え
て
居
る
が
、
此
の
場
合
に
お
い
て
も
、

「
ヅ
ェ
ウ
ス
の
一
番
大
き
な
祭
ほ
」
と
い
ふ
の
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
。
ア
テ
ナ
イ
で
は
デ
ィ
ァ
シ
ァ
へ
豊
三
州
9
）
と
い
っ
て

「
恩
寵
を
垂
る
よ
ヅ
ェ
ウ
ズ
」
（
N
い
①
二
砿
　
レ
角
①
圃
嵩
O
げ
凶
O
Q
o
）
の
祭
が
一
番
大
き
な
ヅ
ェ
ウ
ス
の
祭
で
あ
っ
π
。
然
し
キ
ロ
ソ
は
オ

ソ
ン
ビ
ア
（
○
蔓
巳
豆
9
）
の
祭
の
競
走
で
勝
利
者
の
名
春
を
携
つ
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
、
希
臓
全
土
で
一
番
大
き
な
ヅ
ェ

ゥ
ス
の
祭
獄
と
解
歯
し
て
、
オ
ソ
ン
ピ
ア
の
祭
の
日
に
事
を
あ
げ
た
。
岳
父
テ
ア
ゲ
ネ
ス
の
援
助
を
え
て
ア
ク
ロ
ボ
ソ

ス
（
》
ぎ
8
0
房
）
を
占
領
し
た
。

　
ア
テ
ナ
イ
の
市
民
は
一
案
と
な
っ
て
田
舎
か
ら
出
か
け
て
來
て
、
キ
ロ
ン
を
ア
ク
ロ
ポ
ソ
ス
に
忍
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
然
し
や
が
て
入
々
は
、
攻
圃
に
飽
い
て
九
人
の
ア
〃
コ
ン
（
跨
容
げ
9
）
に
後
事
を
委
ね
て
市
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
キ
ロ
ン
と
そ
の
一
窯
は
飲
食
に
窮
し
て
、
、
遽
に
キ
質
ン
兄
弟
は
の
が
れ
、
他
の
一
味
は
ア
プ
ナ
紳
（
》
夢
①
轟
）
の
祠

に
入
っ
て
救
助
憐
慈
を
乞
う
π
。
ア
ル
コ
ン
等
は
彼
等
を
紳
祠
よ
り
誘
き
出
し
て
之
を
虐
殺
し
て
し
ま
つ
π
。
帥
祠
に

の
が
れ
て
憐
み
を
乞
ふ
者
は
之
を
殺
さ
な
い
の
が
定
法
で
あ
る
の
に
、
誘
き
出
し
て
之
を
虐
殺
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
正

に
騨
威
を
面
す
の
所
業
で
あ
っ
た
Q
そ
こ
で
ミ
ロ
ン
（
鷺
旨
8
）
と
い
ふ
男
が
時
の
ア
ル
コ
ン
で
あ
っ
π
ア
ル
ク
メ
オ
ン

家
へ
》
】
ぎ
琴
9
昌
畠
醐
）
の
メ
ガ
ク
レ
ス
へ
諸
①
猛
禽
○
ω
）
と
そ
の
…
蕪
を
漉
榊
の
罪
を
以
て
告
煙
し
た
の
で
馬
彼
等
は
國
外
に

追
放
さ
れ
陀
。

（2）



　
以
上
が
キ
ロ
ン
の
叛
凱
の
顛
末
で
あ
る
。
（
識
。
『
。
餌
。
酔
。
・
，
タ
謡
…
臣
巳
＾
胤
鑑
。
凱
困
」
捜
…
婁
量
嬬
。
『
の
。
一
。
・
。
」
・
。
…
｝
『
一
紛
費
C
〔
。
｝
。
脇
・
M
“
．

ヰ
函
〉
㊦
藍
戯
…
・
：
＞
9
堅
伸
墨
踏
㎞
4
…
…
o
．
一
）

　
此
の
気
働
は
主
紀
年
貴
族
の
企
て
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ア
ナ
ナ
イ
の
競
雫
開
山
ガ
ラ
が
後
援
せ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

・
で
あ
り
、
更
に
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
が
酒
紳
の
罪
を
犯
せ
る
も
の
と
し
て
脱
は
れ
る
こ
と
仁
な
り
、
ア
テ
ナ
イ
憲
政
史
の

一
縛
磯
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
（
ω
。
一
C
・
、
婆
α
・
ρ
ρ
拝
H
・
。
…
｝
賢
ρ
・
。
吻
H
）
。

　
何
数
こ
れ
が
室
前
の
内
飢
と
考
へ
ら
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
叛
観
の
後
、
久
し
く
ア
プ
ナ
イ
に
内
紅
の
綾
い
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
之
は
ア
テ
ナ
イ
に
早
晩
起
る
べ
き
で
あ
っ
た
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

命
の
序
曲
と
見
微
さ
れ
た
が
た
め
で
あ
ら
う
○

　
何
故
メ
ガ
ラ
が
叛
凱
を
助
け
た
か
。
何
故
ア
ル
ク
メ
ォ
ソ
家
が
濱
爆
心
と
し
て
特
に
告
蛮
さ
れ
た
か
。
又
何
故
ペ
ソ

タ
ン
ス
（
℃
①
匹
瓢
。
ω
）
蒔
代
に
ま
で
も
此
の
呪
ひ
が
績
い
た
か
（
日
巨
ξ
甕
。
・
。
轡
導
）
。

　
そ
れ
は
恐
ら
く
此
の
内
飢
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
と
い
ふ
財
閥
が
確
實
に
そ
の
地
歩
を
築
き
あ
げ
、
ア
テ
ナ

イ
に
お
け
る
軽
量
の
一
方
の
勢
力
と
な
っ
た
が
た
め
で
あ
ら
う
。
ア
ル
ク
メ
ォ
ン
家
の
勢
力
は
貿
易
を
基
礎
と
し
て
登

震
し
尽
れ
る
も
の
で
あ
る
が
（
属
．
．
。
山
。
け
。
・
，
＜
こ
§
、
此
の
こ
と
は
在
來
の
海
景
だ
る
メ
ガ
ラ
と
の
久
し
き
且
つ
煩
は
し
き

係
孚
を
惹
き
起
し
た
の
で
あ
っ
て
（
箆
轟
母
。
買
ω
9
0
鐸
ρ
。
。
）
、
之
が
メ
ガ
ラ
を
し
て
キ
ロ
ン
を
援
助
せ
し
む
る
に
い
た
っ
た

　
　
　
　
　
吉
ン
の
叛
錦
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
手
奮
第
二
號
　
一
三
　



　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
観
と
そ
の
年
代
　
　
、
　
　
　
　
　
・
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
號
　
　
二
三
二

嗣．

ﾂ
の
理
由
で
あ
ら
う
。
メ
ガ
ラ
に
樹
抗
し
て
、
ず
ラ
、
・
、
ス
〔
ω
9
雪
ゴ
ご
の
占
領
が
ソ
管
ン
を
筆
頭
と
し
て
熱
心
に
企

て
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
生
活
が
、
、
丁
度
既
の
頃
に
あ
た
っ
て
海
を
基
礎
と
す
る
生
活
に
入
ら
ん
と
す

る
重
大
な
る
墾
薯
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
。

　
か
㌧
る
劃
時
期
の
運
働
と
し
て
、
キ
ロ
ソ
の
無
燈
・
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
っ
だ
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の
勢
力
は
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
｝
ス
の
頃
に
は
抜
き
難
い
も
の
と
な
っ
て
み
る
が
、
キ
ロ
ン
蕪
の
虐
殺

に
曝
し
て
耳
蝉
罪
の
告
獲
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
キ
ロ
ソ
の
叛
働
の
頃
に
勢
力
の
確
立
し
て
居
た
こ
と
を
護

す
る
も
の
と
し
て
興
昧
深
き
も
の
が
あ
り
、
恐
ら
く
キ
ロ
ン
の
失
敗
に
よ
り
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
ら
う
○

　
そ
れ
に
就
い
て
、
農
民
が
キ
ロ
ン
に
味
方
し
な
い
で
反
っ
て
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
と
結
ん
で
み
る
。
（
尤
も
ヘ
ロ
ド
ト
ス

に
よ
る
と
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の
者
で
な
く
ナ
ウ
ク
ラ
ソ
ア
穎
拶
三
分
，
霧
㌶
の
頭
が
政
権
を
と
っ
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
◎

然
し
、
「
ナ
ウ
ク
ラ
ソ
ァ
は
海
岸
防
禦
の
地
域
的
隔
分
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
畢
寛
海
上
を
圭
な
る
生
業
舞
壷
と
す
る

も
の
と
農
民
が
合
流
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
墾
り
は
な
い
○
）
　
そ
の
事
情
は
所
傳
に
は
詳
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
恐
ら

く
キ
饗
ン
は
門
閥
で
あ
っ
て
、
結
局
は
後
の
不
原
蕪
へ
地
主
の
窯
）
（
勺
。
盆
0
9
）
に
属
す
べ
き
筈
で
あ
り
、
從
っ
て
海
岸
の

蕪
（
耀
ρ
鴨
騨
震
O
凶
）
や
、
小
農
を
中
心
と
す
る
霞
地
の
常
…
（
O
芭
（
3
曲
）
と
は
利
害
の
既
に
相
納
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
だ
た
め
で

あ
ら
う
。
又
、
　
一
旦
キ
掌
ン
を
攻
坐
し
な
が
ら
閣
も
な
く
ア
ア
コ
ン
の
手
に
委
ね
て
引
き
上
げ
た
の
も
、
農
民
が
財
閥

（4）



聾
門
閥
の
黒
黒
に
深
き
点
心
を
も
ち
え
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
ら
う
Q
然
し
キ
ロ
ン
が
た
と
ひ
岳
父
の
縁
あ
り
と
は
い

へ
、
メ
ガ
ラ
の
如
き
外
邦
の
援
助
を
も
つ
た
こ
と
は
、
保
守
的
な
農
民
が
國
民
器
紳
の
上
か
ら
到
底
同
域
し
え
な
い
所

で
あ
り
、
農
民
の
同
情
を
か
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
叛
胤
失
敗
の
重
大
な
原
因
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ
ら

れ
る
。

　
農
民
の
態
度
は
、
此
の
内
議
に
際
し
て
は
、
強
き
闘
爾
意
識
を
も
た
な
か
っ
た
如
く
に
み
え
る
。
然
し
な
が
ら
や
が

て
ア
ル
ク
メ
オ
ソ
家
を
底
止
し
て
濱
紳
の
責
を
負
は
し
め
π
る
、
・
、
ロ
ン
は
、
豊
饒
の
祭
を
も
つ
て
欄
ゆ
乃
山
ノ
手
の
ブ

リ
ア
（
℃
三
ぢ
）
遜
の
上
身
で
あ
る
か
ら
、
農
民
の
蕪
が
製
織
の
後
に
は
明
白
に
聖
業
に
關
澄
し
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蜂
μ
す
れ
ば
キ
・
ン
の
一
撃
讐
、
そ
れ
農
は
、
篁
π
ら
ん
と
す
る
傾
向
の
早
き
あ
ら
は
G
り

れ
で
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
財
閥
の
基
礎
棲
力
の
確
立
、
門
閥
の
勢
力
減
衰
の
時
期
を
劃
す
る
の
で
あ
る
が
、
自
分
は
、

そ
の
饗
照
的
色
彩
と
し
て
農
民
の
政
治
的
動
向
の
特
に
察
知
さ
る
べ
き
こ
と
を
重
親
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
キ
ロ
ソ
の
叛
胤
の
年
代
に
就
い
て
ぱ
異
説
が
あ
る
。
殊
に
ベ
ロ
ソ
ホ
（
¢
o
δ
o
ε
は
詳
細
に
論
謹
を
試
み
た
結
果
、
ソ

ロ
ン
以
後
、
紀
元
前
六
世
紀
後
牢
の
事
件
と
論
定
し
て
み
る
。
（
¢
・
一
。
。
囲
、
M
、
。
｝
・
、
¢
．
、
。
一
、
噛
。
一
”
け
。
♂
吻
鷺
F
ご
↓
）

そ
の
論
旨
を
要
約
す
る
に
、

　
｛
、
ア
ル
ク
メ
ォ
ン
家
の
告
馴
者
・
、
ロ
ソ
は
ソ
ロ
ン
傳
に
は
（
9
ぎ
、
℃
乞
多
勢
郎
ち
「
フ
ヲ
ァ
蒐
の
住
民
」
と
し
て
示

　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
魁
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
悠
　
第
二
號
　
　
二
三
三



　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
観
、
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猜
耀
二
十
－
一
巻
　
餓
ぴ
二
號
　
　
一
ご
二
四

さ
れ
て
る
る
。
か
く
涯
の
名
に
お
い
て
呼
ぶ
こ
と
は
ク
ソ
ス
テ
ネ
ス
戸
冒
く
蚕
。
・
9
窪
霧
）
の
改
革
の
時
に
は
じ
ま
る
（
｝
男

P
黙
っ
H
吻
㊧
Q

　
二
、
三
百
人
の
裁
判
官
が
之
を
審
議
す
る
が
（
ω
o
す
ポ
ρ
這
）
、
此
の
三
百
入
と
い
ふ
数
は
ン
ロ
ソ
時
代
の
．
事
で
は
な
く

五
〇
八
年
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
（
H
〈
一
①
〇
一
ご
〇
二
㊦
の
）
と
イ
サ
ゴ
ラ
ス
（
H
鈴
⑱
o
蜜
ω
）
の
事
件
に
概
号
す
る
。
イ
ず
ゴ
ラ
ス
は
、
ク
ジ

ス
テ
、
矛
ス
を
追
ひ
、
議
會
に
か
ふ
る
に
三
百
入
の
走
塁
を
以
て
し
た
か
ら
（
鴻
O
門
O
魁
O
仲
O
匂
リ
　
ノ
N
　
刈
鄭
⊃
）
、
從
っ
て
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家

の
追
放
は
、
此
の
事
件
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ソ
ロ
ン
め
時
に
追
放
さ
れ
π
と
い
ふ
は
根
糠
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
三
、
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
（
囚
δ
o
ヨ
。
器
も
・
）
は
　
再
び
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
を
追
放
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
　
（
巨
、
一
岡
す
隻
。
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

＝
ゆ
⑦
）
、
そ
の
以
前
に
は
ア
μ
ク
メ
オ
ン
の
追
放
は
唯
二
度
で
あ
っ
淀
に
相
斜
な
い
。
そ
の
一
度
は
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

時
五
五
Q
年
頃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
キ
質
ン
の
叛
鋤
を
以
て
六
四
〇
年
直
後
だ
と
す
れ
ば
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト

ス
の
頃
ま
で
約
一
世
紀
の
隔
り
が
あ
る
。
キ
ロ
ン
叛
胤
の
時
の
昏
々
罪
を
問
ふ
と
す
れ
ば
、
キ
ロ
ン
の
事
件
は
耳
新
ら

し
い
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
か
ら
、
｝
世
紀
の
隔
り
は
不
當
で
あ
る
〇

　
四
、
キ
ワ
ン
が
婚
主
と
な
ら
ん
と
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
ソ
ロ
ン
と
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
と
の
間
の
事
件
と
し
て
ふ
さ

は
七
い
乏
い
ふ
こ
と
も
附
け
加
へ
て
好
い
〇

　
五
↓
メ
ガ
ク
レ
ス
に
五
六
〇
年
頃
適
齢
期
の
女
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
六
〇
〇
年
頃
に
生
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

叉
彼
の
子
の
ク
ソ
ス
テ
ネ
ス
が
改
革
を
し
た
年
齢
は
六
十
…
威
以
上
で
は
あ
る
ま
い
。
從
っ
て
メ
ガ
ク
レ
ス
は
六
〇
〇
年



以
前
に
生
れ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
メ
ガ
ク
レ
ス
が
大
官
と
な
り
え
た
年
曲
輩
は
五
七
〇
年
頃
と
な
り
、
之
が

キ
ロ
ン
叛
働
の
上
限
で
あ
り
、
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
第
二
回
入
國
の
時
に
ア
ル
ク
メ
ォ
ソ
家
を
追
放
し
た
こ
と
が
、
叛

翫
年
代
の
下
限
で
あ
る
。

　
六
、
メ
ガ
ラ
人
は
ア
・
7
ナ
イ
の
内
訂
に
よ
っ
て
ニ
ナ
イ
ァ
（
蜜
ω
鉱
巴
と
ナ
ラ
ミ
ス
と
を
占
領
し
た
と
い
ふ
が
（
ω
。
削
§

ρ
円
鱒
）
、
之
は
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
追
放
さ
れ
て
み
た
間
の
事
で
あ
ら
う
。
此
の
黙
か
ら
も
キ
ロ
ン
の
叛
鋤
は
ビ
シ
ス
ト

ラ
ト
ス
第
一
回
と
第
二
回
と
の
追
放
の
中
間
に
漣
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
七
や
オ
ヲ
ン
ビ
ア
祭
の
時
の
事
∴
件
で
あ
る
と
い
は
れ
る
が
（
目
戸
巳
、
琶
峯
。
、
＝
捜
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
五
十
六
回
（
五
五
六
i
五
年
）
は
ヘ
ゲ
シ
ァ
ス
（
萬
①
ぴ
q
Φ
．
一
9
、
）
が
ア
ル
コ
ン
で
あ
b
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
第
五
十
八
回
（
五
四
入
一
七
年
）
は
・
エ
ル
キ
シ
ク
レ
イ
デ
ス
（
国
轡
圏
包
。
達
＄
）
が
ア
ル
コ
ン
で
あ
り
、

　
第
五
十
九
回
（
五
四
四
一
三
年
）
砿
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
聲
國
し
て
み
る
。
だ
か
ら
メ
ガ
ク
レ
ス
が
ア
ル
コ
ン
で
あ
っ

、
た
年
代
と
し
て
は
第
五
十
七
回
く
五
五
二
一
一
年
）
の
み
が
獲
さ
れ
て
る
る
。

　
八
、
エ
ビ
メ
ニ
デ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
（
曳
舞
。
護
）
に
よ
る
と
（
属
。
・
、
、
。
同
書
車
鍔
）
、
波
斯
戦
役
の
前
十
年
に
ア
ヲ
ナ
イ
の
市
の

械
れ
を
嵩
め
π
と
い
墨
。
帥
ち
丁
度
ク
リ
ス
テ
ネ
ス
の
頃
に
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
ソ
ロ
ン
の
時
と
し
て
は
時
代

錯
誤
で
あ
る
Q
且
つ
市
を
梯
浮
し
た
の
は
市
の
疫
病
の
た
め
で
あ
っ
て
、
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の
濱
紳
事
件
は
、
之
を
追

放
す
れ
ば
そ
れ
で
好
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
は
別
に
市
を
彿
浮
す
る
必
要
を
み
な
い
。

　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
概
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
　
巻
第
二
號
　
二
三
五



　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
餓
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
ニ
ナ
…
巻
第
二
盤
　
二
三
六

　
九
、
メ
ガ
ラ
の
テ
ァ
ゲ
ネ
ス
の
事
蹟
も
六
世
紀
の
事
で
あ
る
。
七
世
紀
に
は
あ
れ
ほ
ど
詳
し
い
憶
説
は
傳
は
ら
な

い
。
現
に
彼
は
メ
ガ
ラ
に
水
干
を
築
造
し
た
と
傳
へ
ら
れ
て
る
る
が
（
℃
霧
・
銘
鎌
＝
。
・
H
；
＃
楠
）
、
そ
れ
は
現
に
存
在
し

て
居
る
。
そ
の
水
遽
は
メ
ガ
ラ
人
エ
ウ
バ
デ
ィ
ノ
ス
（
自
注
銭
ぎ
。
ω
）
が
サ
モ
ス
（
㏄
§
δ
巴
に
造
っ
た
水
撹
や
、
ビ
シ
ス
ト

ラ
ト
ス
が
作
っ
た
ア
テ
ナ
イ
の
水
道
に
、
細
部
ま
で
も
類
似
し
て
み
る
。
だ
か
ら
同
じ
時
代
だ
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
是
等
の
理
由
か
ら
推
し
て
キ
窟
ソ
の
叛
餓
の
年
代
を
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
第
一
圓
と
第
二
同
と
の
追
放
の
中
聞
で
あ

る
と
断
定
し
て
み
る
。

　
然
し
な
が
ら
自
分
は
。
ヘ
ロ
ソ
ホ
の
如
上
の
年
代
考
定
に
承
服
し
難
い
も
の
を
威
す
る
。
以
下
に
逐
條
的
に
論
じ
て
み

よ
う
〇

　
一
、
ミ
p
ン
の
出
た
フ
ソ
ア
と
い
ふ
は
逼
の
名
で
あ
る
。
　
》
℃
亀
§
U
圃
。
越
。
・
○
〔
δ
δ
○
ρ
レ
雰
。
ヨ
δ
ω
巴
舅
）
｝
回
O
噌
○
。
。
ゆ

d
δ
二
い
魂
○
も
，
浴
一
日
夢
δ
ω
・
沈
砂
ヨ
。
突
）
ω
河
の
二
一
ン
フ
（
完
望
ヨ
℃
グ
。
）
鎧
9
び
q
一
際
竃
葺
曾
御
呼
ば
る
、
¢
鉱
2
σ
2
づ
簿
典
｝
富
①
ω
嵐
〇
一
一
2

N
o
亡
妻
8
。
・
δ
μ
卜
臼
2
ρ
ρ
出
叶
貯
8
ρ
H
〈
o
豊
津
0
8
α
q
。
H
δ
ω
o
舘
一
同
○
凶
な
ど
の
祠
の
あ
る
地
で
あ
り
（
等
三
。
・
窪
貯
㎝
目
論
曽
膳
）
豊

饒
な
農
業
を
．
主
と
す
る
紳
々
の
座
で
あ
る
（
円
。
。
亀
w
．
・
臥
〆
段
幕
・
。
。
ゴ
。
Ω
。
”
副
。
触
ド
H
。
覧
。
・
ω
ω
・
ゆ
。
。
。
あ
』
8
、
〆
」
面
争
）
。
ク
ソ
ス
テ
ネ
ス
の

改
革
に
よ
っ
て
鵠
來
た
医
の
名
に
は
、
地
形
．
地
名
に
よ
る
も
の
、
近
接
地
に
よ
る
も
の
、
そ
の
地
の
樹
木
に
よ
る
庵
の
、

（s）



租
先
の
名
に
よ
る
も
の
、
有
名
な
氏
に
よ
る
も
の
な
ど
あ
る
が
（
宅
碁
ヨ
。
写
．
β
．
，
蜜
。
。
鵠
。
霞
恥
。
肘
貸
｝
量
目
・
・
け
。
け
．
一
。
、
一
戸
昼
噺
｝
窪
。
一
回
…
…
…

鋭
9
》
・
伴
暴
灘
叫
…
…
…
…
罧
ρ
§
V
、
古
い
匪
の
名
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
フ
ソ
ァ
が
あ
る
Q

　
勿
論
ベ
ロ
ソ
ホ
も
か
、
る
古
い
匿
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
は
し
な
い
。
唯
彼
の
力
説
す
る
と
こ
ろ
は
、
ミ
p
ン
が
逼

の
名
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
、
氏
の
名
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
黙
に
あ
る
Q
そ
れ
は
明
か
に
ク
リ
ス
テ
ネ
ス
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
フ
ソ
ア
は
農
業
を
主
と
せ
る
地
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
き
に
も
の
べ
た
そ
の
地

の
祭
紳
に
よ
っ
て
、
又
此
の
地
の
密
儀
が
エ
レ
ウ
シ
ス
（
国
δ
霧
猷
）
と
關
係
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
か
く
農
業

中
心
の
地
方
フ
ソ
ア
は
、
海
樺
を
主
と
す
る
ア
ル
ク
メ
オ
ソ
家
と
は
常
に
不
和
で
お
り
、
管
玉
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
○

プ
ル
タ
ア
ク
に
よ
る
と
、
プ
リ
ァ
の
ソ
コ
メ
ダ
イ
（
同
受
慰
○
ヨ
。
瓜
臥
）
の
プ
・
・
ス
ト
ク
レ
ス
（
8
け
窪
μ
画
ω
8
包
①
ω
）
は
、
ア
ル
ク

メ
オ
ン
家
の
一
員
レ
オ
ボ
テ
ス
（
H
b
O
び
0
8
。
。
）
の
た
め
に
叛
逆
罪
と
し
て
訴
へ
ら
れ
て
る
る
程
で
あ
る
（
o
・
，
。
。
・
ρ
回
）
。
か
、

る
爾
者
の
軋
櫟
の
故
に
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の
告
楼
者
ミ
Ψ
ン
が
フ
ソ
ァ
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
に
、

特
に
か
、
る
欝
號
を
用
ひ
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
二
、
殺
人
事
件
の
隔
心
を
す
る
ア
レ
ォ
バ
ゴ
ス
（
㌧
r
け
O
一
〇
ω
　
℃
騨
ひ
q
O
q
p
）
の
會
ぼ
、
ソ
ロ
ン
の
時
に
始
ま
る
と
い
ふ
説
と
、

ソ
・
ロ
ソ
以
前
に
存
在
し
た
と
い
ふ
説
と
が
あ
る
（
ω
〇
一
〇
コ
　
O
・
］
O
）
Q
　
ア
リ
ス
ト
プ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、
ソ
買
ン
以
前
に
存
在
し

た
と
考
へ
ら
れ
入
娼
。
葦
。
帥
・
冨
起
幽
）
、
更
に
ン
ロ
ン
以
前
、
1
3
ラ
コ
ン
（
U
蜜
擢
9
“
）
以
前
に
、
前
任
ア
ル
コ
ン
を
以
て
之
に

任
じ
た
と
も
い
ふ
か
ら
（
〉
・
即
p
。
，
吻
・
、
）
そ
の
入
数
は
不
定
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
Q
即
ち
そ
の
起
源
は
恐
ら
く
、
王
の

　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
概
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
　
第
二
號
　
　
二
三
七

（9）



　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
面
胤
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
十
…
巻
　
第
二
號
　
　
一
ご
鵡
八

召
集
し
た
長
老
等
の
會
議
邸
ち
ホ
メ
ロ
ス
の
ゆ
〇
三
。
○
巽
。
三
2
日
で
あ
っ
て
、
王
制
鰻
止
の
後
に
前
任
ア
ル
コ
ン
が
召

集
さ
れ
、
殊
に
ア
ア
コ
ン
の
任
期
が
一
年
と
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
数
と
権
力
と
が
増
大
し
た
の
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
そ

の
数
は
三
〇
〇
人
或
は
三
六
〇
人
と
も
い
は
れ
る
Q

　
今
三
〇
〇
人
と
い
ふ
は
、
臨
時
の
も
の
で
あ
っ
て
定
時
の
も
の
を
肇
し
た
の
で
は
な
く
例
外
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
．

も
い
㌧
（
㌧
r
。
　
賃
●
　
㌧
r
■
　
H
　
ω
’
り
H
）
o
恰
か
も
イ
ず
ゴ
ラ
ス
の
制
度
が
一
時
的
、
で
あ
っ
た
・
如
く
で
あ
る
〇

　
三
、
　
ッ
キ
デ
ィ
デ
ス
の
記
事
は
追
放
の
度
数
を
物
語
っ
て
み
る
の
で
は
な
い
。
偶
々
ス
パ
ル
タ
と
ア
テ
ナ
イ
と
の
交

渉
の
最
初
の
串
出
の
原
因
と
な
っ
た
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の
箕
面
事
件
に
就
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
」
｝
つ
に
は

そ
れ
が
キ
ロ
ン
の
事
件
に
登
生
す
る
と
い
ふ
由
來
を
の
べ
た
も
の
で
あ
り
、
二
つ
に
は
此
の
問
題
に
ス
．
ハ
ア
タ
も
關
係

し
て
み
る
と
い
ふ
意
味
で
ク
レ
ォ
メ
ネ
ス
の
話
が
出
て
み
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
度
数
の
問
題
で
は
勿
論
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
キ
ロ
ン
の
蔵
町
そ
の
も
の
は
既
に
新
興
財
閥
ア
ル
ク
メ
オ
ソ
家
に
漏
す
る
反
抗
で
あ
っ
た
。
當
面
の
責
任
者
は
既
に

の
べ
た
る
如
く
、
　
ヘ
ロ
ド
》
ス
含
。
認
）
　
に
お
い
て
は
ナ
ウ
ク
ラ
ジ
ァ
の
長
で
あ
り
、
・
ッ
キ
デ
ィ
デ
ス
に
お
い
て
は

（
暦
冨
O
）
九
人
の
ア
ル
コ
ソ
と
な
っ
て
居
る
。
從
っ
て
本
來
か
ら
い
へ
ば
、
縦
ひ
メ
ガ
ク
レ
ス
が
そ
の
時
の
ア
〃
コ
γ
で

あ
っ
た
と
し
て
も
（
ω
O
】
O
躊
　
O
・
　
H
ゆ
）
呪
は
る
べ
き
は
輩
に
ア
ル
ク
凶
オ
ン
家
に
限
ら
る
べ
き
筈
は
な
い
◎
そ
れ
に
も
拘
ら
す

告
登
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
一
族
の
み
で
あ
る
こ
ど
は
、
キ
ロ
ン
の
叛
骨
よ
り
若
干
の
年
次
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

恐
ら
く
キ
ロ
ン
の
興
蕪
が
勢
力
を
恢
復
し
た
結
果
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
（
⑦
O
一
〇
嵩
　
合
↓
一
1
6
）
）
　
そ
れ
故
に
こ
そ
死
骸
が
墓
か

（ユ。）



ら
楼
き
出
さ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
（
〉
．
】
～
．
O
．
目
）
o
畢
寛
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
が
漬
紳
と
決
定
さ
れ
た
の
は
蕪
孚
の
結
果
に

す
ぎ
な
い
の
で
、
ソ
ロ
ン
の
時
代
に
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
が
勢
力
を
恢
復
し
た
と
き
に
は
、
大
赦
に
よ
っ
て
そ
の
罪
が
免

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
｝
族
が
呪
は
れ
て
る
る
と
い
ふ
こ
と
は
鄭
ち
演
義
の
際
の
口
實
で
あ
る
。

　
ア
ル
ク
幽
門
ソ
家
と
反
封
蕪
と
の
抗
雫
は
、
不
断
に
繰
り
返
さ
れ
淀
る
ア
テ
ナ
，
4
憲
政
史
上
の
一
事
件
で
あ
り
、
同

家
へ
の
呪
咀
と
い
ふ
こ
と
は
常
に
一
つ
の
有
力
な
口
實
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
年
次
か
ら
の
み
推
論
し
て
、
一
世
紀
も

経
過
し
π
事
件
は
年
代
的
に
間
隔
が
あ
り
す
ぎ
る
と
い
ふ
は
、
亘
り
に
事
件
に
拘
泥
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
・
＼
理
由
と

し
て
は
薄
弱
で
あ
る
。
暦
主
殺
し
は
、
後
に
暦
主
へ
の
反
戚
が
高
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
後
衛
が
ブ
フ
タ
ネ
イ
オ
ン
（
等
ギ

け
・
・
量
に
お
い
て
公
食
に
與
り
う
る
に
い
た
っ
た
如
－
で
・
の
っ
て
（
b
・
℃
・
o
・
ゆ
幽
・
吻
切
二
参
照
、
拙
澤
ア
テ
ナ
イ
人
の
園
家
・
註
十
六
）
㎝

表
面
の
年
代
的
距
離
に
拘
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
四
、
キ
ロ
ン
が
借
主
た
ら
ん
と
の
欲
求
を
い
だ
い
た
こ
と
を
以
て
、
　
。
ヘ
ロ
ソ
ホ
は
ソ
窟
ン
と
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
と
の

間
の
事
件
と
し
て
ふ
さ
は
し
い
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
ド
ラ
コ
ン
、
ソ
ロ
ン
と
時
代
を
追
う
て
次
第
に
大
衆
と
貴
族
と
の

軋
礫
が
激
化
し
ゆ
く
情
勢
か
ら
い
へ
ば
（
｝
国
ρ
ゆ
）
ソ
ロ
ン
以
前
と
し
て
奄
も
不
可
な
る
理
由
を
見
出
さ
な
い
。
ソ
ロ

ン
自
ら
と
錐
も
潜
主
た
ら
ん
と
す
れ
ば
な
り
え
た
の
で
あ
っ
た
（
0
り
O
一
〇
旨
》
O
・
H
幽
）
。
さ
う
い
ふ
情
勢
で
あ
っ
淀
の
だ
。

　
叉
農
民
が
一
旦
キ
質
ン
を
包
面
し
な
が
ら
途
中
で
退
去
し
た
の
は
、
キ
ロ
ン
の
行
動
を
よ
く
理
解
し
な
か
っ
た
た
め

で
あ
っ
て
、
此
の
黙
か
ら
い
へ
ば
熟
む
し
ろ
ソ
ロ
ン
以
前
の
事
情
に
お
い
て
考
へ
る
方
が
姜
當
で
あ
る
。
ソ
ロ
ン
以
後

　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
，
叛
蹴
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
第
二
號
　
二
三
九



　
　
　
　
　
キ
・
ン
の
叛
鑑
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
㎜
谷
第
二
號
　
二
四
〇

で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
民
衆
の
同
情
を
碧
い
π
に
相
違
あ
る
ま
い
か
ら
で
あ
る
、

　
い
つ
れ
に
せ
よ
、
塾
主
に
な
ら
ん
と
し
た
と
い
ふ
黙
か
ら
ソ
ロ
ソ
以
後
と
断
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

　
五
、
ソ
ロ
ン
以
前
の
ア
〃
コ
ン
表
は
不
備
で
あ
る
Q
此
の
際
ソ
p
ン
傳
十
二
章
に
み
え
る
メ
ガ
ク
レ
ス
の
名
は
、
　
…

つ
の
鴬
属
す
べ
き
記
録
と
し
て
、
ア
以
コ
ン
表
の
不
備
を
補
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
ベ
ロ
ソ
ホ
の
如
く
苦
心
し
て
そ
の
年

代
を
引
き
下
げ
る
必
要
は
な
い
。

　
六
、
サ
ラ
ミ
ス
、
ニ
サ
イ
ァ
を
メ
ガ
ラ
が
奪
回
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
ベ
ロ
ソ
ホ
の
い
へ
る
如
く
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
ヒ

ス
追
放
の
頃
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
サ
ラ
ミ
ス
そ
の
も
の
が
、
ン
ロ
ン
の
時
に
ア
テ
ナ
イ
領
と
な
っ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
る

・
か
ら
（
ω
〇
一
〇
コ
騨
　
O
O
・
o
り
l
H
O
）
・
罵
言
論
そ
れ
以
後
で
あ
・
筈
だ
ρ
然
し
ズ
タ
ア
ク
の
砦
聾
を
正
し
藷
む
な
ら
倒

ば
、
キ
ロ
ン
に
加
へ
ら
れ
た
る
惨
虐
と
之
に
件
ふ
呪
咀
事
件
と
は
、
ア
タ
ナ
イ
に
久
し
き
内
訂
を
惹
起
し
だ
と
い
ふ
説

明
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
部
の
混
働
に
乗
じ
て
サ
ラ
ミ
ス
、
二
ず
イ
ア
の
奪
回
が
行
は
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
キ
質
ン

を
後
援
し
た
の
も
、
ず
ラ
・
・
、
ス
を
候
復
し
た
の
も
メ
ガ
ラ
で
あ
る
と
こ
ろ
に
關
係
が
あ
る
故
に
掲
げ
た
の
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
時
間
的
に
接
解
し
て
み
る
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
此
の
黙
か
ら
キ
ロ
ン
の
年
代
を
推
定
す
べ
き
墨
画
は
な
い

の
で
あ
る
。
反
っ
て
キ
質
ン
の
叛
働
以
來
激
烈
と
な
っ
た
内
耳
を
調
停
し
把
の
が
、
當
時
勢
威
の
盛
に
な
っ
た
ソ
ロ
ン

で
あ
る
の
だ
か
ら
（
。
・
芭
、
叛
観
は
ン
廿
ン
擾
頭
の
以
前
で
あ
る
こ
と
が
む
し
ろ
明
白
な
の
で
あ
る
。

　
七
、
メ
ガ
ク
レ
ス
の
ア
ル
コ
ン
に
な
っ
た
年
代
の
推
定
は
、
メ
ガ
ク
レ
ス
そ
の
人
に
就
い
て
の
考
が
誤
っ
て
み
る
の



だ
か
ら
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
Q

　
八
、
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
に
就
い
て
は
、
ク
レ
テ
の
有
名
な
司
祭
と
し
て
聞
え
て
居
り
、
ア
テ
ナ
イ
に
來
っ
て
市
を
彿
津
し

た
と
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
然
し
彼
の
傳
記
は
極
め
て
榊
秘
に
褒
ま
れ
て
居
り
俄
か
に
決
定
を
許
さ
ざ
る
問
題
で
あ
る
。

　
ア
ソ
ス
ト
テ
拠
ス
は
キ
ロ
ン
の
事
件
に
就
い
て
市
を
携
浄
し
た
と
い
ふ
け
れ
ど
も
（
〉
し
、
卜
H
）
、
ブ
ル
タ
ア
ク
に
よ
れ

ば
．
特
定
の
事
件
の
た
め
で
は
な
く
、
世
上
一
般
人
心
の
迷
信
的
動
揺
の
た
め
に
、
昏
蒙
・
が
行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
っ

て
（
誇
。
一
。
・
、
・
。
」
ゆ
）
、
キ
ロ
ソ
事
件
直
後
の
事
と
は
解
さ
れ
な
い
。
從
っ
て
假
り
に
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
の
年
代
が
明
確
に
さ
れ

た
と
し
て
も
，
之
に
よ
っ
て
キ
質
ソ
の
年
代
を
立
言
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
九
、
メ
ガ
ラ
の
テ
ァ
ゲ
ネ
ス
の
年
代
に
就
い
て
は
、
ぺ
官
ソ
ホ
の
論
謹
甚
だ
巧
妙
で
あ
っ
て
、
自
分
の
最
も
論
駁
に

苦
し
む
所
で
あ
る
。
殊
に
水
道
の
構
造
に
お
い
て
、
サ
モ
ス
の
ボ
ソ
ク
ラ
タ
ス
、
ア
テ
ナ
イ
の
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
建

造
し
た
る
も
の
と
、
そ
の
細
部
ま
で
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
、
自
分
は
全
も
無
知
で
あ
る
か
ら
異
論
を
挾

む
こ
と
は
出
來
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首

　
然
し
此
の
黙
に
就
い
て
も
、
サ
モ
ス
の
水
窪
を
設
計
．
し
た
技
師
は
メ
ガ
ラ
の
ナ
ウ
ス
ト
ロ
フ
ナ
ス
（
諸
斜
塁
菖
8
｝
ろ
ω
）
の

子
鳥
ウ
パ
ソ
ノ
ス
Ω
の
ξ
箋
コ
○
ω
）
と
傳
へ
ら
る
、
の
を
以
て
す
れ
ば
、
メ
ガ
ラ
に
お
け
る
土
木
技
術
の
優
秀
な
り
し
こ

と
を
思
は
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
テ
ァ
ゲ
ネ
ス
の
水
滋
設
計
が
サ
モ
ス
の
そ
れ
の
規
範
と
な
っ
た

と
考
へ
ら
れ
な
く
は
な
い
。
從
っ
て
テ
ア
ゲ
、
矛
ス
の
時
代
を
以
て
ボ
ソ
ク
ラ
テ
ス
時
代
に
先
行
す
る
と
考
へ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
キ
ぼ
ン
め
叛
観
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
　
巻
　
第
二
號
　
　
二
四
へ

（　13



　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
胤
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
號
　
　
二
四
二

最
も
可
能
で
あ
る
。

　
ボ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
年
代
も
絶
封
的
に
明
か
で
は
な
い
が
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
と
同
時
代
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
從
っ

て
テ
ア
ゲ
ネ
ス
は
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
に
先
行
す
る
と
考
へ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
殊
に
サ
ラ
ミ
ス
の
孚
奪
を
中
心

と
し
て
考
へ
、
ア
テ
ナ
イ
の
海
上
軍
職
の
大
勢
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
蓬
々
そ
の
戴
を
深
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
サ
ラ
ミ
ス
は
本
丁
継
立
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
地
勢
上
メ
ガ
ラ
、
ア
テ
ナ
イ
の
海
上
登
展
に
際
し
て
は
犠
牲
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
帯
で
あ
る
『
べ
w
ソ
ホ
自
身
も
論
謹
せ
る
や
う
に
（
同
。
幹
留
。
戸
O
）
、
ソ
ロ
ン
以
前
に
ア
テ
ナ
イ
人

が
既
に
占
標
し
た
こ
と
が
あ
る
に
相
違
な
い
。
而
も
ソ
質
ン
當
時
は
メ
ガ
ラ
の
領
で
あ
り
、
ソ
ロ
ン
の
努
力
に
よ
っ
て

之
を
奪
回
し
、
彌
々
ア
テ
ナ
．
4
領
た
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
砿
O
一
〇
昌
　
O
．
圃
O
）
。
そ
し
て
先
き
に
の
べ
π
る
如
ぐ

そ
の
後
ア
テ
ナ
イ
の
内
証
に
よ
っ
て
一
時
メ
ガ
ラ
が
恢
復
は
し
π
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
．
以
後
は
メ
ガ
ラ
は
ア

プ
ナ
イ
と
拮
抗
す
る
カ
を
失
ふ
に
到
っ
て
み
る
。

　
テ
ァ
ゲ
、
牙
ス
が
キ
ワ
ン
を
助
”
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
伸
び
ん
と
す
る
ア
テ
ナ
イ
の
カ
、
殊
に
海
上
貿
易
に
よ
る
ア
テ

ナ
イ
の
勢
力
を
抑
へ
て
メ
ガ
ラ
の
登
展
を
期
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ソ
ロ
ソ
以
後
に
お
け
る
メ
ガ
ラ
の
没
落
復
興
の
運

動
と
い
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
な
ほ
積
極
的
に
活
動
を
績
け
て
る
る
痴
態
を
示
し
少
く
と
も
頽
勢
維
持
の
努
力
で
あ
り
，

反
っ
て
ソ
ロ
ン
の
如
き
が
躍
氣
と
な
っ
て
ず
ラ
ミ
ス
奪
取
に
努
め
て
居
る
事
情
に
聯
想
さ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ア
ル

ク
メ
オ
ソ
家
が
キ
ロ
ソ
事
件
の
た
め
に
久
し
た
・
呪
は
れ
て
る
る
こ
と
は
、
キ
ロ
ン
事
件
を
縛
機
と
し
て
彼
等
の
勢
力
が

（　14　）．，



確
實
に
な
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。

　
メ
ガ
ヲ
、
ア
テ
ナ
イ
の
登
展
の
趨
勢
よ
り
す
れ
ば
、
プ
ァ
ゲ
ネ
ス
の
活
躍
は
ソ
ロ
ソ
以
前
と
み
る
を
要
當
と
す
る
。

キ
ロ
ン
の
失
敗
は
や
が
て
メ
ガ
ラ
没
落
の
序
曲
で
あ
り
、
サ
ラ
ミ
ス
も
ソ
ロ
ソ
の
時
に
途
に
奪
は
れ
僅
か
に
ア
テ
ナ
イ

の
内
証
に
よ
っ
て
一
時
的
に
メ
ガ
ラ
が
奪
回
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
ラ
ァ
ゲ
ネ
ス
の
水
生
が
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
も
の
と
様
式
を
全
然
一
に
し
π
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ア
テ
ナ
イ
が
メ
ガ

ラ
式
を
規
準
と
し
た
と
考
へ
れ
ば
、
爾
者
の
絶
奇
同
時
で
な
く
、
ソ
ロ
ン
以
前
に
築
造
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
毫
も
支
障

は
な
い
。
メ
ガ
ラ
の
労
力
の
「
般
落
勢
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
テ
ア
ゲ
ネ
ス
の
水
道
築
造
も
反
っ
て
ソ
η
ン
以
前
と
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

が
姜
當
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
慧

　
以
上
の
如
く
ベ
ロ
ソ
ホ
の
論
謹
を
逐
一
吟
味
す
れ
ば
、
キ
ロ
ソ
の
年
代
を
六
世
紀
の
孚
ば
に
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
馬
歯
は
な
い
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
是
等
の
事
件
は
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
以
前
だ
と
断
つ
、
て
居
る
が
（
＜
刈
H
）
、
ソ
ロ
ン

と
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
と
の
頃
な
ら
ば
特
に
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
以
前
と
断
る
必
要
を
み
な
い
筈
で
あ
る
。
エ
ゥ
セ
ビ
ゥ
ス

（
民
謡
ω
Φ
び
凶
∬
q
D
）
に
は
第
三
十
五
の
オ
リ
ン
ピ
ア
祭
時
（
六
四
学
年
）
に
キ
ロ
ン
が
往
復
競
走
に
優
勝
し
た
こ
と
を
傳
へ
て
居

り
（
H
H
㊤
。
。
。
『
．
層
婁
舞
乱
取
H
●
団
。
っ
”
H
）
ア
フ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
叛
働
の
後
の
ソ
ロ
ソ
の
制
度
」
（
｝
国
ρ
爵
鷲
）
と
い
ひ
、
「
叛
凱

め
後
貴
族
と
大
衆
と
の
間
に
久
し
い
箏
闘
が
行
は
れ
π
」
（
》
．
に
9
・
つ
ゆ
H
）
と
も
い
ひ
、
黒
漆
が
傳
ふ
る
如
く
ソ
ロ
ン
以

　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
叛
徹
と
そ
の
年
代
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
谷
　
第
ご
號
　
　
二
四
三



　
　
　
　
　
キ
ロ
ン
の
止
観
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
第
二
號
　
　
二
四
賜

「、

O
と
考
へ
て
何
等
の
不
都
合
を
戚
じ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
ビ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
第
一
第
二
追
放
の
頃
に
は
、
ア
ル
ク
隔
週
ン
家
の
勢
力
は
確
立
し
、
、
農
民
浄
浪
者
と
財
閥
及
び

地
主
と
の
軋
礫
が
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
勃
興
を
促
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
第
一
画
追
放
の
後
の
事
件
で
あ
る
な
ら

ば
．
昏
昏
の
染
織
も
一
履
鮮
明
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
農
民
が
理
由
を
深
く
糺
さ
す
し
て
キ
資
ソ
を
園
む
ご
と
も
な

く
、
或
は
間
も
な
く
園
を
す
て
て
去
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
此
の
寺
号
と
、
惹
い
て
は
ア
ル
ク
メ
オ
ン
家
の

脱
咀
の
原
因
と
が
、
著
し
き
傳
説
と
し
て
ア
テ
ナ
イ
憲
政
史
に
名
を
と
ど
め
、
ペ
ジ
ク
レ
ス
含
、
。
三
号
加
）
の
身
に
ま
で

も
呪
咀
が
及
ん
で
居
る
食
、
缶
．
｝
．
象
．
閣
。
・
．
冒
蒋
）
。
こ
れ
此
の
叛
瓢
が
稀
有
の
事
件
と
し
て
特
異
性
を
も
つ
た
た
め
に
他
な
ら

な
い
。
ζ
ン
以
後
の
霧
で
は
ま
た
決
し
て
・
・
れ
程
の
醤
を
莚
レ
え
な
い
事
件
で
あ
亀
　
　
　
㎝

　
然
し
な
が
ら
當
時
の
紀
年
が
正
確
を
訣
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
積
極
的
に
年
代
を
立
誰
す
る
こ
と
の
困
難
な
の

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
唯
動
か
し
が
た
き
年
代
は
、
オ
ソ
ン
ピ
ア
祭
の
行
は
れ
た
年
に
叛
謝
が
起
つ
た
と
い
ふ
こ
と

と
、
キ
ワ
ン
が
叛
働
を
起
し
た
時
が
青
年
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
以
前
だ
と
い

ふ
所
傳
か
ら
、
キ
▽
ン
が
勝
利
を
え
淀
オ
ソ
γ
ピ
ァ
祭
の
年
を
第
三
十
五
回
と
す
る
エ
ゥ
セ
ビ
ウ
ス
の
所
説
を
暫
ら
く

信
ず
る
の
他
は
な
い
。
而
し
て
六
四
〇
年
に
オ
フ
ソ
ピ
ァ
勝
蒋
た
り
し
時
既
に
一
側
性
と
し
て
存
在
を
明
か
に
し
て
居

　
り
、
叛
飢
が
青
年
貴
族
キ
ロ
ン
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
と
い
ふ
記
事
か
ら
考
ふ
る
な
ら
ば
、
第
三
十
五
回
オ
リ
ン
ピ
ア
祭
時

に
近
い
程
ふ
さ
は
し
い
Q
即
ち
第
三
十
六
若
し
く
は
第
三
十
七
オ
ソ
ン
ビ
ア
祭
時
と
推
定
す
る
こ
と
が
要
當
で
あ
る
。



更
に
臆
測
を
許
さ
る
、
な
ら
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ア
祭
に
優
勝
し
て
、
薩
後
の
オ
ソ
ソ
ピ
ア
祭
の
時
に
爆
面
し
た
と
傳
へ
ら

れ
て
る
な
い
と
い
ふ
溝
極
的
な
見
地
か
ら
、
第
三
十
七
回
忌
リ
ン
ピ
ア
祭
時
即
ち
紀
元
前
六
三
二
年
頃
と
な
す
べ
き
で

は
あ
る
5
ひ
い
か
。

　
因
み
に
考
ふ
べ
き
は
、
ナ
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ア
テ
ナ
．
呑
入
の
國
家
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
第
四
十
｝
章
第
二
笛
に
よ

れ
ば
、
ア
テ
ナ
イ
憲
政
の
風
景
を
総
括
し
て
、
策
二
の
墾
化
は
テ
セ
ウ
ス
（
、
9
①
ω
2
色
の
制
度
で
あ
り
、
そ
の
後
は
ド

ラ
コ
ン
の
時
の
制
度
で
あ
る
と
な
し
、
第
三
の
礎
化
は
「
叛
蹴
の
後
ソ
ロ
ン
の
時
の
も
の
」
で
あ
る
と
記
し
て
み
る
。
此

の
叛
織
は
キ
ロ
ン
の
叛
飢
で
あ
ら
う
が
、
も
し
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ド
ラ
コ
ン
の
立
法
と
ソ
ロ
ン
の
立
法
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

間
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
然
る
に
同
書
の
現
存
第
一
章
に
は
キ
Ψ
ン
叛
鼠
の
關
係
記
事
と
し
て
ミ
β
ソ
の
告
獲
を
の
べ
、
纂
二
章
に
は
「
是
よ

り
後
、
貴
族
と
大
衆
と
の
問
に
は
、
久
し
き
闘
孚
が
行
は
れ
た
」
と
い
ひ
、
第
三
章
に
ド
ラ
コ
ン
以
前
の
古
き
憲
法
を

あ
げ
、
第
四
章
に
は
「
さ
て
最
初
の
憲
法
は
概
要
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
Q
そ
の
後
久
し
か
ら
す
し
て
」
ド
ラ
ロ
ン
の
立

法
あ
り
と
し
て
ド
ラ
コ
ン
の
制
度
を
掲
げ
、
第
五
、
六
爾
堂
一
に
政
爾
と
ソ
ロ
ン
の
態
度
、
ソ
ロ
ン
の
負
債
解
除
を
記
し
、

第
七
章
に
「
心
入
に
弄
す
る
も
の
を
除
い
て
は
ド
ラ
コ
ン
の
法
文
を
厭
止
し
た
」
と
説
か
れ
て
み
る
。
此
の
記
載
の
順
序

よ
り
推
察
す
れ
ば
、
叛
凱
は
ド
ラ
コ
ン
立
法
以
前
の
こ
と
の
如
く
に
考
へ
ら
れ
る
。
叉
第
四
章
の
「
そ
の
後
布
し
か
ち

す
し
て
」
と
あ
る
の
が
暖
昧
で
は
あ
る
が
、
「
叛
観
の
後
久
し
か
ら
す
し
て
」
と
解
臆
す
る
の
が
穗
當
で
あ
ら
う
。
（
9

　
　
　
　
　
キ
ロ
．
ン
の
叛
観
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
第
二
號
　
　
二
四
五



　
　
　
　
　
キ
・
ン
の
叛
働
と
そ
の
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
…
巷
鎮
二
號
　
二
瑚
六

ノ
盤
隅
一
侵
、
。
’
く
搾
N
，
累
。
。
＝
。
冨
創
。
『
轟
》
吋
一
・
，
什
。
け
Φ
一
¢
、
一
、
一
、
創
≧
げ
。
陶
戸
歴
¢
幹
u
護
・
。
）
。
穿
っ
て
第
四
十
一
章
の
記
事
と
背
反
す
る
。

　
第
四
章
の
ド
ラ
コ
ン
の
憲
法
の
記
事
に
は
多
大
の
疑
義
を
含
む
の
で
あ
る
が
（
拙
繋
馬
章
註
斜
照
）
、
之
を
假
り
に
認
め
る

と
す
る
と
、
第
四
十
一
マ
章
の
憲
法
第
二
の
墾
化
と
し
て
の
記
載
の
内
容
は
テ
セ
ウ
ス
の
制
度
と
ド
ラ
コ
ン
の
制
度
と
の

重
大
な
る
養
化
を
思
は
ざ
る
不
可
解
な
記
事
と
い
は
ざ
る
を
え
な
い
。
少
く
と
も
第
二
の
憲
法
墾
化
の
叙
述
か
ら
は
、

「
そ
の
後
は
1
3
ラ
コ
ン
の
時
の
制
度
で
此
の
時
始
め
て
法
律
が
書
か
れ
元
」
と
い
ふ
一
句
は
、
之
を
別
項
の
墾
化
と
し
て
＝

認
む
る
か
、
或
は
之
を
割
除
す
る
こ
と
に
お
い
て
文
意
の
暢
達
が
み
ら
れ
る
。

　
ド
ラ
コ
ン
の
立
法
の
年
次
は
、
エ
ウ
セ
ビ
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
第
三
十
九
回
オ
ジ
ン
ビ
ァ
祭
時
（
紀
元
前
六
二
四
一
六
二

・
年
）
と
考
へ
ら
れ
・
が
（
謬
｛
o
H
O
嵩
｝
爵
回
臨
O
H
謡
．
o
｝
臨
O
o
圃
ポ
図
ρ
Q
貸
O
ぴ
胃
慾
，
づ
帽
。
同
、
犀
O
．
／
、
H
郎
ω
・
O
刈
）
、
デ
言
言
ご
言
葺
・
・
）
は
ζ
あ
立
倒

法
に
先
だ
つ
四
十
七
年
と
い
っ
て
み
る
か
ら
（
H
×
」
野
5
、
　
紀
元
前
六
四
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

’
後
者
に
よ
れ
ば
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
養
家
の
第
四
十
三
皐
の
如
く
、
ド
ラ
コ
ン
の
後
に
叛
鍛
を
考
へ
る
傳
説
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
．
）
グ
ロ
ォ
ト
の
如
く
ド
ラ
コ
ン
立
法
に
慨
す
る
反
動
と
し
て
キ
Ψ
ン
の
耳
蝉
を
眺
め
ん
と

す
る
も
の
は
此
の
立
場
か
ら
は
考
へ
ら
れ
、
な
い
で
は
な
い
が
、
然
し
彼
の
如
く
六
二
四
年
に
ド
ラ
コ
ン
を
比
定
し
て
は

全
然
考
へ
ら
れ
な
い
。
の
み
な
ら
す
、
先
き
に
の
べ
た
る
如
き
農
民
の
態
度
と
ア
テ
・
ナ
イ
内
外
の
情
勢
と
よ
り
考
ふ
る

と
き
「
是
よ
う
後
貴
族
と
大
衆
と
の
間
に
久
し
き
岡
欝
が
行
は
れ
」
て
、
ド
ラ
コ
ン
の
立
法
と
な
り
、
ン
瞬
ン
の
改
革
と

璽
る
「
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
」
の
憲
頭
記
述
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
登
展
を
忠
實
に
猫
寓
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
り
、
此



の
名
玉
1
3
ラ
ゴ
ン
の
立
法
の
年
代
は
エ
ゥ
セ
ビ
ゥ
ス
の
年
代
記
に
從
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
◎
此
の
黙
か
ら
み
て
も
、
ア
ソ

ス
ト
テ
レ
ス
の
ド
ラ
コ
ン
關
係
の
記
事
に
は
撮
．
養
と
疑
　
義
と
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
．
キ
ロ
ン
の
叛
飢
は
ソ
ロ
ン
以
前
の

事
件
だ
と
い
ふ
以
上
の
謹
糠
と
は
な
し
難
い
の
で
あ
る
。
（
昭
瀦
＋
…
年
三
翔
八
田
修
正
、
歴
史
と
地
理
第
七
巻
四
二
、
拙
稿
「
ア
テ
ナ
イ

の
民
主
政
治
と
農
民
」
謬
照
）

（19）

キ
ロ
ン
の
驚
倒
即
乏
そ
の
年
代

第
二
十
一
総
　
第
二
號
　
　
二
四
七


